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三宅村役場(右の建物が役場、左の建物が小学校)
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布忍村役場布忍村役場

松原市役所松原市役所

№15

三宅村役場(右の建物が役場、左の建物が小学校)

　役場の位置図は、松原町役場(松原市役所仮庁舎)は市制施行直後測図の「松
原市全圖」、それ以外は昭和31年測図の「松原市全圖」を利用。松原市誕生
後、松原町役場は市役所仮庁舎になり、天美・三宅・恵我・布忍の町村役場
は市役所出張所として利用されたため、図中の表記となっている。
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※２人以上の領主が１つ
　の村を分割して治める
　ことを相給といいます。
　なお、油上村と芝村に
　ついては土地が入り組
　んでいるため大まかな
　村界になっています。
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注 )『松原市史第１巻』の表116をもとに作成

注１）『大阪府全志』巻之四および『国勢調査報告書』を基に作成。　　
注２）明治31年(1898)の郡制実施後に丹北郡は中河内郡に再編され、八上郡と丹南郡は南河内郡に再編された。

町村制施行後の村別人口推移(村名右の上段が人口、下段が明治22年を100％とした人口増加率)

　昭和30年(1955)２月１日、中河内郡の松

原町・天美町・布忍村・恵我村・三宅村が

合併して松原市が誕生しました。この背景

には、地方自治体の組織と運営の合理化・

能率化を目的として昭和28年(1953)に公

布・施行された町村合併促進法があります。

この促進法の施行後、日本全国で合併が相

次ぎます。大阪府では149あった市町村(昭

和28年９月末)がこの特別法が失効する昭和

31年９月30日には64に激減しました。

　松原市誕生後、日本は高度経済成長期に

入り松原市の街並みは急激に変化し始め、

現在に至ります。

　さて、このように大規模な行政区分の変

更は明治時代にもありました。明治４年

(1871)７月の廃藩置県により、藩が廃止さ

れ府県が置かれました。江戸時代の松原市

域は小藩や幕府直轄領、旗本領が錯綜して

いましたが、これ以降全て堺県(後に大阪府)

に属すようになります。そして、地理的な

行政区分で分けられるようになります。

　その後、明治８年(1875)の大区小区制や

明治17年(1884)の連合戸長制度を経て、明

治22年(1889)に市制・町村制が施行されま

した。これにより地方自治体としての機能

を発揮できる規模への合併が相次ぎ、日本

全体で町村数は約５分の１となります。な

お、松原市域では、この時できた村々が昭

和30年の松原市誕生まで存続します。

明治22年(1899)町村制施行時の行政区分

幕末における領主支配の状況

 西 阿 保 村 西 阿 保 村
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慶応４年・

年号(西暦) 主 な 出 来 事

明治元年(1868)

明治２年(1869)
明治４年(1871)
明治５年(1872)

明治６年(1873)

明治７年(1874)

明治10年(1877)
明治13年(1880)
明治14年(1881)
明治20年(1887)
明治22年(1889)
明治25年(1892)
明治27年(1894)
明治29年(1896)
明治31年(1898)
明治37年(1904)
明治40年(1907)
大正２年(1913)
大正６年(1917)
大正10年(1921)
大正11年(1922)
大正12年(1923)
大正14年(1925)

大正15年(1926)
昭和３年(1928)
昭和７年(1932)
昭和８年(1933)
昭和９年(1934)
昭和16年(1941)
昭和17年(1942)
昭和19年(1944)
昭和20年(1945)
昭和22年(1947)

昭和26年(1951)
昭和27年(1952)

昭和25年(1950)

昭和28年(1953)
昭和29年(1954)
昭和30年(1955)
昭和32年(1957)
昭和34年(1959)
昭和36年(1961)
昭和39年(1964)

大和川の洪水、城連寺村が全戸浸水する。丹南藩主高木正坦が丹南学校を建設。
政府より神仏分離の方針が出され、以後神宮寺が廃寺となる。
松原市域では旗本知行地と代官支配地(幕府領)、朝敵となった小田原藩領が大阪府管轄となり、そ
の後、司農局、南司農局、河内県を経て堺県の管轄となる。

版籍奉還。狭山藩が廃藩を願い出て、松原市域の狭山藩領３村が堺県の管轄となる。
廃藩置県。従来の藩が県となるが、11月の府県改編で松原市域の村々は全て堺県の管轄となる。
堺県が区制と戸長制を実施。松原市域は第19区～第21区・第23区に編成。
堺県が郷学校を設置。松原市域は池内村敬恩寺に第20区の郷学校が置かれる。
丹南小学校(現堺市立美原北小学校)、第29番小学として開校。向井小学校(現布忍小学校)、第32番
小学として開校。池内小学校(現天美小学校)、第89番小学として開校。

第31番小学(現三宅小学校)、第130番小学(現松原小学校)、第147番小学(現恵我小学校)が開校。
堺県で大区小区制を実施。松原市域は、全て河内国第一大区第一小区に属する。
西南戦争。大阪鎮台からも歩兵1大隊が派遣される。
堺県で大区小区制が廃止され、聯合町村制を採用。松原市域は第５聯合～第７聯合に編成される。
堺県が廃止され大阪府へ合併。
第一次小学校令の施行。これ以降、順次各小学校に尋常科が設置され、尋常小学校と改称される。
市制・町村制の施行。松原市域では松原村・天美村・布忍村・恵我村・三宅村・北八下村・丹南村が成立。
大阪府で第二次小学校令の施行開始(～明治27年)。丹北郡全村の組合立の三宅高等小学校が設置。
日清戦争(～明治28年)。
布忍村大字更池に更池銀行が開業。大阪府にある27郡のうち、西成郡を除く26郡が８郡に再編。
郡制の施行。現松原市域のうち河合村と丹南村は南河内郡となり、その他５村は中河内郡となる。
日露戦争(～明治38年)。戦後、従軍者名が刻まれた記(紀)念碑が建てられる。
小学校令中改正。翌年4月より修業年限が６年に延長。以後、尋常小学校の増改築や移転が相次ぐ。
大阪電燈株式会社に対し三宅村への電気供給区域拡張申請が許可される。
大和川の洪水、明治橋が流失。
堺乗合自動車株式会社が布忍村大字東代を起点に営業開始。
大阪鉄道、道明寺－布忍間開通。布忍村大字更池に布忍郵便局設置、同年更池郵便局に改称。
関東大震災。大阪鉄道、布忍－大阪天王寺(現大阪阿部野橋)間開通、天美車庫新設。
大塚山古墳が御陵墓伝説地(現、陵墓参考地)となり、墳丘上にある東大塚村の立退きが命じられる。
松原市域の小作争議が本格化。翌年にかけ、恵我村と三宅村で小作争議が発生する。
郡長・郡役所の廃止。警察分署制度が廃止され、八尾警察署三宅分署が三宅警察署となる。
大阪鉄道株式会社が河内松原駅を起点に乗合自動車の営業開始。大塚山古墳墳丘内の民家移転完了。
大阪鉄道、高見ノ里停留場新設。更池郵便局が電話交換事務を開始。
大阪鉄道、天美車庫前を河内天美に駅名変更。
室戸台風が来襲し、家屋や学校校舎等が倒壊する等大きな被害を受ける。
アジア太平洋戦争(～昭和20年)。国民学校令が公布、尋常小学校が国民学校と改称。
松原村が松原町となる。更池銀行が解散し、営業が三和銀行に引継がれる。
天美村で防空救護模範綜合訓練を実施。米軍の空襲により三宅村と瓜破村に被害。
大阪・尼崎都市地域への空襲により天美村と恵我村にも被害。第二次世界大戦・アジア太平洋戦争終結。
学校教育法公布。国民学校は小学校に戻り、新制中学校が設置。天美村が天美町となる。

府立河南高等学校松原分校定時制課程が町立松原中学校の校舎(松原町大字上田)に開設。
サンフランシスコ講和条約の発効により連合軍による占領が終わる。地方自治法改正。

ジェーン台風が来襲し、北八下村大字河合にある尻池の堤体等が被害を受ける。朝鮮戦争勃発。

町村合併促進法公布・施行。大阪府町村合併促進審議会条例制定、審議会を設置。
審議会が町村合併計画案を府知事に答申。松原町外四ヶ町村合併促進協議会開催(全５回)。
２月１日、松原町・天美町・布忍村・恵我村・三宅村が合併し松原市が誕生。
南河内郡美原町丹南の大部分と南河内郡北八下村河合が松原市に編入。
阿保町133(現、阿保1-1-1)に市役所庁舎が完成。
第二室戸台風が来襲し、市立恵我小学校南校舎が倒壊するなど大きな被害を受ける。
北若林地区が八尾市に編入され、現在の松原市域となる。第18回オリンピック東京大会開催。

松原の近現代年表
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